組込み機器の開発において、ターゲットマシンが直ぐに入手できず、且つ、非常に短期間しか利用できない状況下で、どのようにデバッグ／テストを行えばよいかについて記述しなさい。
ターゲットマシン上で短期間しかデバッグ／テストできないので、それまでに出来ることをやっておく対策を講じる。対策は、開発対象に含まれるバグ全体のうち、ターゲットマシンへの移行によって生じるバグとそれ以外の全てのバグに分離して考え、ターゲットマシン上へ移行する前に、移行起因以外の全てのバグを洗い出し、修正を完了させるようにする。
ここでは、開発対象に含まれるバグ原因の領域全体を、次の4項目に分離して考える。
[1] 計算アルゴリズムに起因する領域
(処理方法の間違い、計算数式の間違い、コード化以前の理論的な問題など)

[2] メモリ操作処理に起因する領域
(オーバーラン、オーバーフロー、メモリ破壊、解放忘れなど)

[3] 並列タスク処理に起因する領域
(スケジュリングの間違い、排他制御の間違い、共有データ破壊など)

[4] ターゲット移行に起因する領域
(上記以外のターゲット特有のバグ)
このうち、ターゲットマシン上へ移行する前に、バグ原因領域の[1]から[3]の全てのバグを洗い出し、修正を完了させる。そのために、バグ原因領域、事前テスト／シミュレーションの徹底■
[1] アルゴリズムの単体テスト
(アルゴリズム自体の正常動作を個別に確認する)

[2] メモリ操作部分の単体テスト／負荷テスト
(メモリ操作に関わる隠れたバグを洗い出す)

[3] タスクスケジュリングの動作シミュレーション／負荷テスト
(スケジュリングに伴う予期せぬ誤動作を洗い出し)

[4] CPUエミュレータで動作検証
(仮想環境で摘出可能なターゲット移行起因のバグを早期解決)
■
------------------------------↓スケッチアップ------------------------------

· 組込み移行起因のバグとそれ以外の分離
 組込み移行起因のバグ以外のバグを全て洗い出して修正を完了しておく戦略

 バグの発生領域の明確化

1. 計算アルゴリズムに起因する領域
(処理方法、計算数式、コード化以前の問題領域)
2. メモリ操作コードに起因する領域
(オーバーラン、オーバーフロー、メモリ破壊、解放忘れ)
3. 並列タスク処理に起因する領域
(スケジュリングミス、排他制御ミス、共有データ破壊)
 組込み移行に起因する領域

 バグの発生領域に対する事前テスト／シミュレーションの徹底(下記順)
1. アルゴリズムの単体テスト
(アルゴリズム自体の正常動作を個別に確認する)
2. メモリ操作部分の単体テスト／負荷テスト
(メモリ操作に関わる隠れたバグを洗い出す)
3. タスクスケジュリングの動作シミュレーション／負荷テスト
(スケジュリングに伴う予期せぬ誤動作を洗い出し)
4. CPUエミュレータで動作検証
(仮想環境で摘出可能なターゲット移行起因のバグを早期解決)
· 最後に組込み機器へ実装、というよりは移植に近い
理想的にはコンパイルし直し→転送→テスト→終了の形態
· それでも発生するバグのために…
 関数呼び出しログ記録機構
 関数呼び出しパラメータチェック機構

 システムコール／上位関数

 ログテキストは構造化して読みやすくする
 メモリ状態を容易に取得、簡単に理解しやすくする

これらは、ターゲットが利用できない場合に限らず、転送速度が遅い、ターゲットが発展途上でバグが多く混入／不安定、ターゲットに物理的な要因でエラーが発生する(電源不安定、熱影響、内部故障、外乱ノイズ、放射線etc)、の場合にも同様に有用な手法で、応用が可能。
[スケッチアップを基に本文章を書き始め、足りない想定状況や省略表現した内容を肉付けして説明、箇条書き項目はそのまま本文章へ活かす、本文章を書いた項目は取り消し線でチェック]
